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Automatic Image Detection System」(KAIDS)と名付けた。 
 古い資料を積み上げたダンボール箱の中から当時の資料を探した所、研究会集録
の原稿とスライドが出てきた。もちろんデジカメの無い時代なので、写真やスライ
ドの形でしか画像は残っていない。写真は随分前に捨てたように記憶している。こ
こに写真を載せることができないのは残念だが、当時のスライドを見ても、見事に
スペクトル画像が自動検出されていることがわかる。ソフトの汎用性を重視したた
め、Hα輝線星、QSO、M型星、炭素星などの検出に成功している。現在でもハッブ
ル望遠鏡とスリットレス分光器で取られた画像上で、天体の自動検出にも応用可能
かもしれない。残念ながらソフトを今から解読するのも大変だ。実際、東京大学の
木曽観測所に勤務していた頃、銀河の自動検出に応用しようとして、ソフトを探し
出し、シリコングラフィック社のパソコン、その後Linuxパソコン用にC言語で作り
替えて移植しようとしたがうまく行かなかった。銀河や星の自動検出ソフトとして
今ではSEXtractorが公開され、世界の標準ソフトとなっている。スリットレスのス
ペクトル画像の自動検出ソフトについては公開されているものはまだない。ハッブ
ル望遠鏡はもちろん、日本の赤外線天文衛星のAKARIや計画されているSPICA衛星に
はスリットレス分光器が搭載されている。実際にhigh-zにあるHα輝線天体の検出も
重要なテーマとなっている。KAIDSが完成してまもなく、一橋大学に就職が決まっ
て花山天文台を離れたので、サイエンス成果が論文1編で終えてしまったが、今でも
使えるソフトであろう。 
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 今、世界は地球温暖化やエネルギー問題などで騒いでいるが、大問題であること
は分かっていても、問題の本質を正確に理解し、人類の危機を乗り越える道を示し
ている人は殆ど居ない。実は、今から50～60年前になるだろうか、宮本正太郎先生
が花山で惑星天文学をスタートさせ、飛騨天文台に当時としては大口径の惑星観測
用の望遠鏡を造ったのが発端となった。コロナの100万度や惑星状星雲の理論研究で
知られた宮本先生が、何故、惑星観測に力を入れだしたか理解できなかったが、当
時、湯川さんの中間子理論にあこがれて京大に集まった俊秀が、入試なしで内申入
学となって（昭和19年）、宇宙物理に雪崩れ込んだのを上手く教育したのが宮本研
究室であった。その一人が、私と松本高等学校同期の川口市郎君である。その一年
先輩に、松島訓さんが居た。松島さんは、その後、フィラデルフィアのペンシルヴ
